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京阪宇治交通株式会社は、昭和44年、男山団

地（当時の名称：八幡団地）の建設に伴い、最

寄駅である京阪本線樟葉駅へのバス運行を開

始した。その後も、周辺のニュータウン開発に

伴い順次路線を延長してきたが、マイカーの普

及、団地入居者の高齢化の進行などにより、幹

線道路のみを運行する利便性の低いバスの利

用客は減少の一途を辿っていた。このような状

況の中、バス利用者の減少を食い止めるために、

京阪宇治交通は団地の内部などの生活道路を

運行するコミュニティバスの運行を計画（平成

９年）。試験運行を経て、平成 11年より本格運行を開始した。平成 15年４月１日より一部路

線を変更して、更に生活路線を運行する形態とした。

□ 路線：くずは～泉～318棟前～男山中央

センター商店街前～金振東～自治

会集会所前～くずは（1路線）

□ 運賃：

・ 210円（大人）、110円（小児）

・ 100円（大人）、50円（小児）（通勤定

期券持参の場合の本人と同伴する同居家

族の運賃）

□ 運行便数：21便/１日＜平日・休日＞

□ 運行開始時期：

・ 平成11年７月（本格運行）

・ 平成10年11月（試験運行）

□ その他：

・ 地元商店街の協力による、乗車運賃の補

助券制度（現在は発行されていない）

・ フリー乗降区間の設定（金振東～金振西

周辺）

事業概要

　　図１男山団地コミュニティバス

図２ 男山団地コミュニティバス

コミュニティバス

路線マップ

導入の背景・目的

事例 32－男山団地コミュニティバス

■事 業 主 体     ■京阪宇治交通株式会社

■運行事業者■京阪宇治交通株式会社

■運 行 区 域     ■大阪府枚方市・京都府八幡市

関連ＨＰ　http://www.ujikotsu.co.jp/
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【苦労した点】

・ 路線の一部が通学路と重複するため、運行

路線の安全対策と運行時間帯の設定に苦労

した。

・ 狭隘な道路で安全速度を徹底するよう、乗

務員教育を徹底した。

・ 商店街付近の不法駐車による運行支障に苦

労した。

・ 交通弱者に配慮したバス車両の装備に苦労

した。

【工夫した点】

・ 従来の停留所間隔は200～300メートル

であるが、乗客が乗降しやすいように100

メートル間隔で停留所を設置した。

・ 一部の区間（全700メートル）でフリー乗

降を行っている。

・ 乗降口にステップを一段追加して、高齢者

などに配慮をした。

・ バス車体を親しみやすいデザインにした。

【事業効果】

□ 乗車人員：

・ 交通弱者のバス利用客数が増加しているとみられる。

□ 輸送収入：

・コスト削減等も伴って当該路線の収益性は86％を超えている。

□ 経営コストの変化

・ 本運行系統の専用乗務員（嘱託運転手）を新たに採用し、コスト削減を図っている。

□ 効果が上がっている点：

・ フリー乗降区間の設定により、交通弱者から好評を得ている。

・ 乗務員を新規採用で雇用し、乗務員教育を一新して行ったことにより、サービス精神のある

運転手であると評価を得ている。

対象 評価

利用者利便

・ 団地内生活道路を運行する路線設定、バス停間隔の短縮、中古車バス改造に

よる乗降口ステップ装備などにより、高齢者を中心とした利用者に対して利

便性向上が図られたといえる。

地域の主体

的関与

・ 社会環境の変化等を読みとって開始した事業者独自の取り組みであるが、利

用者に対するアンケート調査等を実施し、利用者の視点で利便性向上を検討

する試みは評価できる。

事業性

・ 利用者利便性の向上と、経営コスト削減努力によって、収支率を 86％とし

ている点は評価できる。

・ 競合路線との調整、高齢者の移動手段としての利便性追求等によりさらなる

収支率向上が期待される。

間接効果

・ 当該バスの運行により移動制約者の利用促進、また環境定期券の導入による

家族のバス利用の促進につながっていると考えられることから、マイカー利

用者層のバスへの転換が図られたと考えられる。

事業効果と今後の展開

事業効果と今後の展開

導入時のポイント－苦労した点・工夫した点


